
 

 

 
 

私的録音補償金の分配の流れ 
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資料１－１



平成 17年 6月 30日 
 

私的録音補償金分配報告 
（平成 16年 4月 1日～17年 3月 31日） 

 
社団法人私的録音補償金管理協会 

 
 私的録音補償金管理協会（以下ｓａｒａｈという。）は、平成 15 年 4 月 1 日から平
成 1６年 3月 31日までの間（平成１５年度中）に、各製造業者から出荷された特定機
器と記録媒体に係る私的録音補償金（以下補償金という。）を、(社)電子情報技術産業
協会（JEITA）と(社)日本記録メディア工業会（JRIA）から、平成 16年度中に受領し
た。このほか、特定記録媒体の輸入業者については、輸入業者から個別に補償金を徴収

した。 
 平成 16年度中に徴収した補償金の各権利者団体に対する分配、及び各団体の分配状
況は次のとおりである。 

以上 
 
 
 

 
１．私的録音補償金管理協会平成 16年度私的録音補償金分配の流れ 
２．平成 16年度私的録音補償金分配額 
３．日本音楽著作権協会平成 16年度私的録音補償金分配の流れ 
４．日本芸能実演家団体協議会平成 16年度私的録音補償金分配の流れ 
５．日本レコード協会平成 16年度私的録音補償金分配の流れ 
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私的録音補償金管理協会平成 16 年度私的録音補償金分配の流れ 
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 ［管理手数料］ 

                （受領額－還付引当金）×４．９％ 

平成 15 年度１１４,６２９,０８７ 
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                       36%                          32%                          32% 

 

    

  

 

  

 

＊徴収、分配、及び共通目的事業の計画･管理･
実施などを行なう為の管理業務手数料。規程
では２０%以内であるが、ここ６年は４～４．９%
の額。残余は翌年度分配資金に繰入れる。 

 

輸入業者 14,895,222 

  （平成 15 年度出荷分） 

メーカー            （平成 15 年度出荷分）

（社）電子情報技術産業協会 1,499,438,372 

（社）日本記録メディア工業会  825,035,550 

（社）私的録音補償金管理協会（ｓａｒａｈ） 

受領額 ２,３３９,３６９,１４４ 

業務協力金
ＪＥＩＴＡ 3千万円 
ＪＲＩＡ  1千万円

     
権利者分配基金 

（受領額－管理手数料）×８０％ 
１,７７９,７９２,０４６ 

著作権者への分配 

日本音楽著作権協会 

 

受領額  647,369,165 

実演家への分配 

日本芸能実演家団体

協議会 

受領額 575,439,259

レコード製作者への分配

日本レコード協会 

 

受領額 575,439,259

＊預金利息や、管理
手数料の前年度
残額を加算。 

＊還付引当金。平成 
４年に２００万円 
控除。以降繰越し。 

共通目的事業 

（受領額－管理手数料）×２０％ 

４４４，９４８，０１１ 

 

 

＊すべての権利者に共通した利益
に資する事業として、著作権制度
に関する教育及び普及事業など
の、自主事業及び助成事業、合
計１０３事業を実施した。 

 

1,798,247,683 

２



（単位：円）

2,339,369,144 1,798,247,683 [A] 控除及び戻入=*
　　　　　　　　　　※a （受領額の76.87％） （利息・計算端数）

　日本音楽著作権協会 　　　　 　１６年度分配手数料１5％

34.5% 　非会員分配基金１％

＊非委託者分配資金繰越残高

[内訳] [内訳] 　日本脚本家連盟　　　　1.5% 　分配手数料５％

機器 　   1,499,438,372 　①控除合計　　         　　　559,577,098 （シナリオ作協・文藝家協会を含む） 　非委託者分配基金１％

媒体　　    825,035,550 　　　(管理手数料4.9％　     114,629,087) 　分配手数料20％

輸入媒体   14,895,222 　(共通目的基金20％    444,948,011) 　クレーム基金2％

＊前年度クレーム基金戻入

　②戻入合計　　　　　　18,455,637 　共通目的基金１０％

  (一般会計収支差額ほか ) 　分配手数料１０％

　 　クレーム基金１０％

　　　　権利者分配基金の32% ＊クレーム基金残高繰り入れ

＊業務手数料実額控除後残額

( 100%)

100% 64.34%

※a：平成15年度出荷分であり、平成16年度に受領・分配した補償金。

　　平成16年度決算時の消費税込みの額。平成17年4月28日開催第３回の法制問題小委で配布された､資料2－2、12ページの参考資料①「私的録音補償金の推移」グラフ上の

　　平成15年度合計補償金額の数字は消費税抜きの額表示であり、これと異なる｡又決算時に輸入業者分約6634千円が加算された。
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420,090,848

　日本音楽著作権協会

　　　　　　権利者分配基金の36%　

647,369,165 (36%)

   日本芸能実演家団体協議会

575,439,259  (32%)

   日本レコード協会

532,474,124

　　　　権利者分配基金の32%

1,798,247,683

575,439,259  (32%)

76.87%

1,505,219,834

比率[：A]

526,976,731 29.31%

25,678,131

団　体　名

合　　　　計
1,798,247,683

社団法人私的録音補償金管理協会

平成16年度私的録音補償金分配額（消費税を含む）

平成17年6月30日

正会員３団体への分配内訳補　償　金　受　領　額 分　配　総　額 構　成　団　体　の　分　配　総　額

1,505,219,834
分配内訳

83.70%

23.36%

分　配　額

620,395,450

26,973,715

29.61%

1.43%

分　配　額



私的録音補償金の受領・分配フロー 2005年6月17日
JASRAC

　　　日本音楽著作権協会平成16年度私的録音補償金分配の流れ

※

2004年度JASRACにおける補償金分配実績 2004年度日脚連における補償金分配実績

（円） （円）

（円） （円）

（円） （円）

（円） （注１）

（円）

※内訳

（円）

（円）

（円） （注２）

（円）

（円）

（注１） 分配保留金：

作品単位で分配先等が未確定であるなどの理由により保留している補償金。確定次第分配する。

（注２）

補償金を分配した後の前期「非委託者分配資金」の残高。
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①分配額

②手数料率（15％）

③手数料控除後

④分配保留金

627,522,409

①手数料率（5％）

②分配額

④対象作品数

418,285

621,247,185

619,934,403

92,957,672

647,369,165

-26,973,715

SARAHからの受領

③合計（①＋②）

日脚連への送金

非委託者分配資金繰越残高 7,076,218

526,976,731

1,312,782

50,741

27,029,612

非委託者分配資金繰越残高：

1,351,481

25,678,131

1,231

利息収入

合計

⑥対象作品数

⑤合計（①＋④）

JASRAC

ｓａｒａｈからの受領（権利者分配基金の36%）
647,369,165円

音楽の著作物に係る分配資金
（34.5％）

627,522,409円

日脚連

委託者等分配資金
（99%）

621,247,185円

非委託者分配資金
（1%）

6,275,224円

ＪＡＳＲＡＣ非委託者等
への分配

ＪＡＳＲＡＣから一部支分権を除外した
著作権者（除外した分に関して）

ＪＡＳＲＡＣに委託
していない著作権者

ＪＡＳＲＡＣ委託者
への分配

録音分配基金
（54%）

貸レコード
分配基金
（28%）

放送
分配基金
（18%）

ＪＡＳＲＡＣから一部支分権を除外した
著作権者（除外していない分に関して）

ＪＡＳＲＡに委託した
著作権者

分配請求

補償金分配

録音物の
分配対象作品

貸レコード
の分配対象
作品

ラジオ放送
の分配対象
作品

分配事務委任

年２回（9月・3月）
の補償金分配

言語の著作物に係る
分配資金（1.5％）
26,973,715円

手数料15％
92,957,672円

合計　27,302,638円

ＪＡＳＲＡＣからの受領
26,973,715円

言語の著作物の著作権者

言語の著作権者
への分配

前年度分非会員等分配基金
328,650円

利息　273円

委託者等分配資金（99％）
27,029,612円

非委託者分配資金（1％）
273,026円

日本文藝家
協会

日本シナリオ作家
協会

手数料5％
1,351,481円

補償金
分配

録音物の
分配対象作品

ラジオ放送の分
配対象作品

日脚連

録音物の
分配対象作品

ラジオ放送の分
配対象作品

録音物の
分配対象作品

ラジオ放送の分
配対象作品



日本芸能実演家団体協議会平成 16 年度私的録音補償金分配の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●  権利者分配資金＝420,090,848円 

部門 
放送(30％) 

126,027,255円 

録音物 (40％) 

168,036,338円 

貸レコード(30％) 

126,027,255円 

区分 

音  楽(70％)88,219,079円 

・邦盤(80％)70,575,263円 

・洋盤(20％)17,643,816円 

非音楽(30％)37,808,176円 

レコード(100％)168,036,338円 

・邦盤(88％)147,871,977円 

・洋盤(12％) 20,164,361円 

 

レコード(100％)126,027,255円 

・邦盤(94％) 118,465,620円 

・洋盤(6％)  7,561,635円 

分配 
方法 

平成 15年度二次使用料 

分配実績にて分配 

平成 15年度貸レコード使用料 

分配データを利用して分配 

平成 15 年度貸レコード使用料

分配実績分配 

実演家への分配に必要な「データ＝資料」を

独自に収集管理する必要があり、権利者属性

に応じたデータを収集し、集積することで権

利者への分配を実現していることに伴う費

用である。 

 【業務手数料 20%】 
（受領額－クレーム基金）  
×20％ 
112,786,095円 

非会員を含め、分配されなかったものへ

の対応資金。使用されなかった部分につ

いては、次年度の権利者分配資金に繰り

入れる。 

【クレーム基金 2%】 
11,508,785円 

【クレーム基金戻入】 
14,060,907円 

● 共通目的基金＝ 45,114,438円（10％） 
実演家はひとりで活動するのではなく、実演家全体によって支えられる社会的、歴史的背景の中で位

置づけられ実演活動を行っている。そのため、関係する権利者の拠出の合意をもとに、芸能活動の進

行、実演家の地位向上等の実演家共通の利益のために、その一部を使用することが求められている。 

  sarahからの補償金受領額 ＝575,439,259円(平成 15 年度出荷分補償金額) 

■ 国内権利者 7,543名に分配 
(社)日本音楽事業者協会、(社)音楽制作者連盟、演奏家権利処理合同機構ミュージックピー
プルズネスト、映像実演家権利処理合同機構、(社)日本歌手協会 

■ 海外権利者団体７カ国に分配 
AARC(米)、ADAMI(仏)、SENA（蘭）、AIE（西）PAMRA（英）、RAAP（愛蘭）GRAMEX
（丁抹） 
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日本レコード協会
平成16年度私的録音補償金分配の流れ

放送区分 邦盤（65%） 62,299,434円

(18%) 洋盤(35%) 33,545,827円

購入ﾚｺｰﾄﾞ区分 邦盤(76%) 218,527,478円

(54%) 洋盤(24%) 69,008,634円

貸与ﾚｺｰﾄﾞ区分 邦盤(93%) 138,656,315円

(28%) 洋盤(7%) 10,436,436円

6

※注2：RIAJ分配規程に従い、新規の分配請求者に対する分配引当金として、受領額の10%を留保する。残金は権利
者に再分配する。

「ﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾄﾞ正味出荷金額ｼｪ
ｱ」に基づく分配

「ﾚｺｰﾄﾞ(貸与ﾚｺｰﾄﾞを除く)正味
出荷金額ｼｪｱ」に基づく分配

「貸与ﾚｺｰﾄﾞ正味出荷金額ｼｪ
ｱ」に基づく分配

※注1：業務手数料の実額を分配実施前に把握することはできないため、RIAJ業務規程に従い一旦10%を控除した上
で、業務手数料実額の確定後に残金を権利者に再分配する。なお、15年度受領額に係る実質手数料率は7.85%で
あった。

レコード製作者分：
575,439,259円

受領額×10% 業務手数料：57,543,925円

RIAJ会員社
（26社）

海外ﾚｺｰﾄﾞ製作者

R
I
A
J
会
員
社

経
由
で
分
配

RIAJ会員社以外
の販売委託会社

海外ﾚｺｰﾄﾞ製作者

(社)私的録音補償金管理協会
(ｓａｒａｈ)

(社)日本レコード協会
(RIAJ)

残金は、17年 6月・
12月に権利者に再分配

②15年度分配
ｸﾚｰﾑ基金残高
57,199,707円

海外のﾚｺｰﾄﾞ
権利管理団体

① 16年度
受領額

460,351,409円

③15年度分配
業務手数料実費
控除後の残金
14,861,407円

＜分配基準＞

分配額合計： 532,474,124円

・(社)音楽出版社協会会員社
　(220社)
・ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄ･ﾚｺｰﾄﾞ協会/
　ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄ･ﾚｰﾍﾞﾙ協議会
　への委任者(149社)
・いずれの団体にも属しない
　国内レコード製作者(9社)

(※注1)

受領額×10%

④銀行利息等
61,601円

15年度受領額からの繰入
(※注2)

ｸﾚｰﾑ基金：  57,543,925円

＜受領時期＞
15年度上期出荷分：16年 5月
15年度下期出荷分：16年11月
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